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学校法人

学校法人兵庫医科大学 寄贈式 兵庫医科大学 寄贈式

兵庫医科大学病院 寄贈式 ささやま医療センター 寄贈式

　株式会社エイチ・アイから、本法人に医療機器や事務機器などが寄贈されました。8月27日には法人と大学で、9月9日にはささやま医療センターで、
9月19日には大学病院で、それぞれ寄贈式が執り行われ、各責任者に目録が贈呈されました。

株式会社エイチ・アイから医療機器などの寄贈株式会社エイチ・アイから医療機器などの寄贈

　精神科神経科学は、精神疾患向け治療用アプリの開発を行うemol株式会社と、強迫症の疾患啓発を目的とした無料アプリ『フアシル-O ～強迫に
ついて学ぶ～』をリリースしました。また、emol株式会社および東北学院大学 人間科学部と共同で、社会不安症の疾患啓発を目的とした無料アプリ
『フアシル-S ～人見知りを乗りこえる～』をリリースしました。これらのアプリを利用することで精神疾患に対する理解が深まり、早期の発見や受診
が促進され、さらには重症化の防止に貢献できることを目指しています。

emol株式会社と、強迫症と社交不安症の
疾患啓発を目的とした無料アプリ「フアシル」をリリース
emol株式会社と、強迫症と社交不安症の
疾患啓発を目的とした無料アプリ「フアシル」をリリース

西宮
キャンパス

<寄贈物品一覧>

折りたたみ診察台★ 6点

手技訓練シュミレータ 4点

シュレッダー 1点

点滴作業台 1点

車いす 2点

ハイローストレッチャー 1点

酸素ボンベホルダー 1点

臨床検知装置（★内2点） 4点

車いす付属品 6点

車いす 2点

ラベルプリンタ 1点

手洗いチェッカー 1点

タブレット収納キャビネット 1点

USB充電器 1点

タブレット端末 2点

兵庫医科大学

兵庫医科大学病院

ささやま医療センター

学校法人兵庫医科大学

★は有限会社エイチ・アイ・サービスからの寄贈
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神戸
キャンパス

医科大

篠山
キャンパス

　ささやま医療センター リハビリテーション室の岡前 暁生 課長が、令和6年能登半島地震被災地へのJRAT（一般社団法人 日本災害リハビリテー
ション支援協会）隊員として2024年2月25日～29日にかけて金沢市内に派遣され、同市内の1.5次避難所において元の避難所では生活が困難に
なった方に対してリハビリを行いました。この活動に対し、厚生労働省から感謝状が贈られました。

厚労省よりささやま医療センターの理学療法士へ
能登半島地震のJRAT派遣活動に対し感謝状を贈呈
厚労省よりささやま医療センターの理学療法士へ
能登半島地震のJRAT派遣活動に対し感謝状を贈呈

　2024年4月より、医師の働き方改革に伴う時間外・休日労働の上限規制が開始され教育・研究に従事する時間が減少した場合の我
が国における医学・医療の充実・発展の阻害が懸念されています。大学病院においては、働き方改革推進と大学病院の役割・機能
（教育・研究・診療）の維持を両立させ、更には地域社会へ貢献すべく、持続可能な経営基盤の確立に向けて取り組むことが求められ
ています。当院は、文部科学省が策定した大学病院改革ガイドラインに基づき、2024年度～2029年度までの6年間に取り組む内容
を大学病院改革プランとして策定いたしました。詳しくは当院ホームページにてご確認ください。

大学病院改革プランを策定大学病院改革プランを策定

　薬学部 臨床薬学分野 宮本 朋佳 助教が、「日本薬理学会」より 第28回 Journal of Pharmacological Sciences 
優秀論文賞を受賞しました。

第28回 Journal of Pharmacological Sciences 
優秀論文賞を受賞
第28回 Journal of Pharmacological Sciences 
優秀論文賞を受賞

　上部消化管外科 篠原 尚 主任教授は、人工知能（AI）システム「Eureka α（ユーリカアルファ）」を使用した手術に世界で初めて成功しました。
アナウト株式会社が開発した「Eureka α」は結合組織と呼ばれる細い線維構造を自動認識し、画面上に着色して表示することのできるAIです。車の
運転で言えば道路に相当する剥離の“道”を術者に示すことによって、外科医はより確実に操作を行えるようになります。篠原教授はこのシステムを
「結合組織に加えて、開発段階にある神経や臓器といったさまざまな構造の自動認識が追加されれば、更に価値が高まるだろう」と評価し、臨床現場
にもたらされる今後の効果に期待を寄せています。

世界初、上部消化管外科にてAI視覚支援手術を実施世界初、上部消化管外科にてAI視覚支援手術を実施

　学部・職種の垣根を超えたIPE（多職種連携教育）を発展させるための1つである4学部合同の「多職種連携総合臨床実習」を、2024年度からは
篠山キャンパスに加えて西宮本院の内科系診療科でも実施しました。医学部・薬学部の5年生、看護学部・リハビリテーション学部の4年生が実際
に患者さんに問診を行いながら、多職種でのグループディスカッション等をとおして入院治療計画や退院支援を考え、最終日にはグループごとに
プレゼンテーションを実施し、修了証が授与されました。

多職種連携総合臨床実習を西宮本院で実施多職種連携総合臨床実習を西宮本院で実施

論題：Estrogen decline is a risk factor for paclitaxel-induced peripheral neuropathy: Clinical evidence supported by a preclinical study

大学病院

大学病院
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